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智頭急行株式会社 

 

トンネル内列車火災避難誘導訓練の実施について 

 

 

 トンネル内で列車火災が発生したことを想定し、お客様を安全かつ円滑に避難誘導することおよび智

頭急行・消防・警察の関係機関との連絡体制などの確認を目的に、下記のとおり実施します。 

 

 

記 

 

１．日   時   平成 30年 9月 4日（火）午後 9時 30分～午後 11時 30分までの間 

 

 

２．場   所     智頭急行線 西粟倉駅～大原駅間 江ノ原トンネル内 

                 

 

３．訓 練 想 定      西粟倉駅付近を走行中の列車の 1号車に排気管の温度が高いこと 

               を知らせる表示灯が点灯した。大原駅で確認しようとしたところ、江ノ原 

トンネル内で非常ブレーキが動作し、トンネル内で停止してしまった。 

車内に煙がたち込め、床下から火災が発生し、消火しても鎮火しない 

ため、お客様を安全な車両に移動後、車外へ脱出し安全な箇所まで 

避難誘導を行う。 

 

４．参 加 機 関     美作市消防本部  

（通報訓練）     美作地区消防指令センター 

               美作警察署 

   

 

 

５．そ の 他    〇別紙「訓練概要」のとおり。 

               〇訓練は、実施に臨時列車（スーパーはくと 5両編成）を走らせ、江ノ原トンネ 

ル内で停止させて、列車内及びトンネル内からの避難誘導並びに関係先へ 

の通報等を実際に行います。 

〇大雨などの警報や運行状況により訓練を中止する場合があります。 

その場合、19：00に判断します。 

〇臨時列車の関係上、取材を希望される場合は別紙により 

平成 30年 9月 3日午後 5時までにお申し込みいただき、 

当日、智頭急行智頭駅に午後 9時 20分までにお集まりください。 

                                     

               

 【問い合わせ先】              

 

 

 

 

 

 

智頭急行株式会社 運輸部運転課 

 坂本 ・ 西尾 

（電話０８５８－７５－２５９５） 



別紙 

取材申込書 

「トンネル内列車火災避難誘導訓練」 

日 時：平成 30年 9月 4日（火）午後 9時 30分～ 

場 所：西粟倉駅～大原駅までの臨時列車内と 

江ノ原トンネル内および付近周辺 

送付先：智頭急行株式会社  運輸部運転課 

ＦＡＸ：０８５８－７５－２５９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込期限: 11月 5日（水）午後 2時まで 

 

 

 

 

 

 

 

１．貴社名                       

２．参加人員     名 

３．参加者名                 

                       

                       

４．連絡先  電話番号                 

       携帯番号                 

５．その他                       

                            

【お問合せ先】 

智頭急行株式会社 運輸部 

 運転課 坂本・西尾 

ＴＥＬ０８５８－７５－２５９５ 



別紙「訓練概要」     

Ｈ３０．８．２8 

智頭急行株式会社 

平成30年度 トンネル内列車火災避難誘導訓練概要 

                             

○日 時      平成 30年９月４日（火） 21:30～23:30 

 

○場 所      岡山県 美作市 江ノ原   

西粟倉駅～大原駅間 江ノ原トンネル内 

 

○訓練想定      西粟倉駅付近を走行中の列車の 1号車に排気管の温度が高いこと 

            を知らせる表示灯が点灯した。次駅の大原駅で確認しようとしたと 

ころ、非常ブレーキが動作し、江ノ原トンネル内で停止してしま 

った。お客様を安全な車両に移動後、車外へ脱出し安全な箇所ま 

で避難誘導をする。 

○訓練内容   【乗務員訓練】 

・運転士・車掌・指令間での連絡、打ち合わせ方 

・乗客に対し、運転士と車掌の対応方 

・列車内避難、仕切り戸の使用方 

・避難梯子の設置方、旅客乗降口からの避難方 

・風向きを考慮し安全な方向へ避難、人数・負傷者の把握 

・避難誘導時の乗務員同士の役割分担 

・脱出後、安全な箇所への誘導等 

【通報・連絡訓練】 

・消防・警察への通報 

 


